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場創造性開発の数学毛デルとコンピュ

ータ・ベイズド・デザイン義務

当部会は，本年 3 月 13 ， 14 日の両日，東京理科大学野

田校舎セミナー・ハウスにおいて「主査・幹事会」を開

き，今年度活動計闘を次のように決めた.

t. 過去 2 年間の研究のまとめとして次に記した実験を

行なう.

①人事情報処理の自動化，②芸術情報の自動処理によ

る作図，③創造システムのシミュレーション，④KJ法

の自動化

2. 創造用語集の作成

3. 数学モデルの発表

また 7 月 29日，東京・湯島会館において，主査・幹

事，上記各事項の担当者がそれぞれの計画の進行状況を

確認した.

義務経営コンサルタント研究部会義務

-第3D回日時: 9 月 4 日(土) 14:00-17:00 

場所:東京都勤労福祉会館 テーマ実践経営の学と

しての陽明学と ORJ 発表者:上回亀之助会員

自己をはじめて認識した行動の儒学の開祖ともいえる

王陽明 (1472-1528) 先生は理論家であり実践家でもあ

り，優秀な行政官としてすばらしい実績をあげた.その

うえ，文官でありながら軍司令官になり，数多くの乱を

鎮め，明代最高の軍功をたてられた儒学者である.彼は

心即理・知行合一-致良知・万物一体の仁・事上練磨な

どのそデんによってみずからそのオベレーションをリサ

ーチし，かつみずから実行して成功をおさめ，かっ新し

い儒学「陽明学J を後世にのこしてくれた.

・第31回 日時: 10月 2 日(士) 14:00-17:00 

場所:東京都勤労福祉会館 テーマ本居宣長の秘本

『玉くしげ』をコンサルタントの意見書として読むJ

発表者:上回亀之助会員

不世出の国語学者本居宣長は松坂木綿の問屋の主人で

もあった.秘本「玉くしげJ は宣長が御申付にしたがL 、

天明 7 年 (1787)に藩主紀州候徳川治貞に治道経世上の

経営コンサルタント・リポートとして提出したもので，

その大局と小局を巧みにおさえてなした現状把揮のため

のオベレーションズ・リサーチにはまことに見るべきも

1982 年 12 月号

のがあり，それは第 2 臨調の「行革大綱J に比すべきも

のがある.

議参予測とその周辺課題物

-第27回日時，場所: 9 月 20 日(月) 18:00-21 :00, 

早大システム研

出席者 9 名議題: TIMS 文献輪読

(1) 予測関連文献レビュー

(2) FLEXICAST システムを用いた自動予測

自動予測の設計の基準として，次の 3 つがある.

(a) ロバストなモデル選択をすること

(b) 選択されたモデルの意味の解釈がつくこと

(c) 計算の効率

この基準にもとづき， トレンドを折れ線で追い，残差

の関係をARモデルで表わし，それに季節指数を乗じる

形のモデルを提案している.

・第28回 日時: 10月 18 日(月) 18:00-20:00，場所:

早大システム研

出席者: 8 名 議題: TIMS 文献輪読

Forecasting by smoothed regression 

内容:回帰式による特別な場合として，新しいデータ

が加わるごとに，期待値との残差にしたがって回帰係数

を指数平滑的に補正する方法につき述べ，公共料金予測

に適用した場合につき論じている.

番多環境システム番多

-日時 9 月 9 日(水) 15:00-17:00，場所東京都立

工科短大

議題:多品目在庫管理のABC分析について(小田中，

田中)

従来ABC分析については経験的に論ぜられていた

が，ここではその理論的立場を明確にして，数値計算法

を示した.この方法は単に在庫管理のみならず環境シス

テムの多くの問題に適用可能であることが議論された.

・日時: 10月 20 日(水) 18:00-20:00，場所:日科技連，

出席者 4 名

議題:大地震時における火災発生と避難行動のシミュレ

ーションによる研究守谷繁一(神奈川大)

各住民が消防局で指定した広域避難場所に避難する場

合，総移動距離が最小になる割当てを考える.そのため

に LP手法を用いる.求められた結果に対しては消防局

の割当てと総移動距離を比較し検討した.また大地震発

生後割当てられた避難地まで，どれだけの時間で避難で

きるかをモンテカルロ・シミュレーションにより算出し

た.
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